
 

- 133 - 

 

 

 

 

 

 

 

１ 「かみかわ版ゼロカーボン北海道」に向けた普及啓発イベントの実施 

上川総合振興局では、上川の地域資源を活かしたゼロカーボンの意識を醸成することを目的に、

各種プロモーションを実施しており、令和５年度においては、管内２箇所でゼロカーボンパネル

展を４回開催したほか、管内４箇所で普及啓発イベントを７回実施しました。 

令和５年（2023 年）８月２６日に開催された「食べる・たいせつフェスティバル 2023in 旭

川（主催：生活協同組合コープさっぽろ）」では、多くの道民に対し気候変動対策や食品ロス、木

育等について関心と理解を深めていただくために、ゼロカーボンに関する体験教室やパネル展示

を行う啓発ブースを出展し、「かみかわ版ゼロカーボン北海道」に向けた機運醸成を図りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ ゼロカーボンアカデミーツアーの開催 

2050 年までの「ゼロカーボン北海道」の実現に向け、あらゆる分野において、上川の地域

資源を活かした多様なゼロカーボンの“取組の芽”を育てていくことを目的に実施しました。 

「その発想、実はゼロカーボンかも？」をテーマに、豊富な森林資源を有する下川町と共催

で、【第１弾 フィールドワーク（ツアー編）】と【第２弾 ワークショップ（アカデミー編）】

を通じて、様々な視点から「ゼロカーボン」について深堀りしました。 

【第１弾 フィールドワーク（ツアー編）】では、下川町内の様々な施設を巡るバスツアー

形式でのフィールドワークを通じてゼロカーボンについての理解を深め、アクションにつなげ

ていくためのヒントを探り、【第２弾 ワークショップ（アカデミー編）】では、「ツアー編」を

踏まえ、製品出荷の過程で発生する廃材にスポットを当て、「アップサイクルデザイン」とい

う視点から新たな取組アイデアを検討するワークショップを中心に展開しました。 

 

 

 

 

 

【上 川】 

 

  

■「食べる・たいせつフェスティバル 2023in 旭川」啓発ブース内の様子 

 

 

 

 

（VR シアター体験） （森林認証材マグネットづくり） （みそ玉づくり体験） 
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3 大雪山の貴重な自然環境を保全する取組の実施 

大雪山国立公園の旭岳裾合
すそあい

平
だいら

は、初心者でも訪れやすいうえに、広大なお花畑が広がる公園

屈指の景勝地です。しかしながら、気象変動や管理体制の弱体化により登山道の荒廃やそれに伴

う高山植物の減少が進んでいます。 

令和４年度（2022 年度）から、この裾合平の植生復元のため、また、登山道の荒廃を止める

ために、クラウドファンディングを活用し、集まった寄附金で、補修資材の購入と登山道補修イ

ベントを行っており、補修が必要な約 600ｍの木道のうち、令和４年度（2022 年度）と令和

５年度（2023年度）で約 290ｍ分を手当できました。 

 

■R5 登山道補修イベントの様子 

   

 

 
   

 

 

 

 

 

 

 

１ 増毛山道再生と保全の取組 

日本海に面し断崖絶壁が続く雄冬海岸（雄冬岬）は、かつて茂津多岬、神威岬とともに西蝦夷地

三險岬と呼ばれた交通の難所でした。この海岸線を迂回すべく、安政 4 年（1857 年）に江戸幕

府の命を受けた増毛漁場請負人の商人 伊達林右衛門によって開削された道路が「増毛山道」です。 

この山道は、その後の交通機関の発達等により、次第に利用者が減少し、昭和 16 年（1941 年）

の武好駅逓※１（ぶよしえきてい）の廃止以後は利用する人もほとんどなくなり、いつしかネマガリ

 

【留 萌】 

 

  

ツアー編とアカデミー編の共通 

イメージ 

ツアー編での木質製造施設見学の 

様子 

アカデミー編でのワーク 

ショップの様子 

参加者全員で記念撮影 



 

- 135 - 

 

ダケ（チシマザサ）の籔に埋もれてしまいました。しかし、平成 21 年（2009 年）から留萌振興

局とNPO 法人増毛山道の会が協働でその再生事業に着手し、その後、地元自治体や石狩振興局な

ど関係機関の協力を得ながら、8 年の歳月をかけ平成 28年（2016 年）10 月、石狩市浜益区幌

から増毛町別苅までの全線 28km※２の復元が完了しました。平成 30 年（2018 年）11 月には、

石狩市の「濃昼（ごきびる）山道」と合わせて北海道の近代化に果たした歴史的役割やその機能を

体感できる貴重な山道として評価され、北海道遺産に選定されています。 

毎年開催している増毛山道の会による山道体験トレッキングでは、暑寒別天売焼尻国定公園内の

豊かな自然や増毛山地の山並、日本海の眺望のほか、武好駅逓跡、当時の電信柱、橋の石積み跡、

仏様の台座、遠く三河産花崗岩で造られた水準点標石等、北海道開拓を物語る多くの歴史的遺構を

見ることができます。 

令和４年度（2022年度）には、増毛山道の歴史やその再生と保全に携わる人々の歩みを知るこ

とができる展示室が旧増毛小学校の校舎に完成し、令和５年度（2023 年度）には約１,０００名

の方に訪問いただき、増毛山道の歴史と魅力について学んでいただきました。今後、展示室は、期

間限定での一般開放のほか、町のイベントなどに合わせた公開を予定しています。 

また、令和５年度（2023 年度）には増毛山道の会が、広報用動画「一筋のこの道を遺したい」

を作成し、HP に公開する等、多くの方に向けて、北海道遺産である増毛山道の歴史と魅力を伝え

るため、情報発信に取り組んでいます。 

 (注)※1 駅逓(所)とは明治期に作られた北海道独自の制度で、宿泊･人馬継立･郵便等の業務を担った施設。 

※2 増毛町岩尾までの分岐道を加えると全長約 33km。 

 

 

 

２ ゼロカーボンるもい機運醸成事業 

留萌振興局では 2050 年ゼロカーボン北海道の実現に向けて、「ゼロカーボンるもい機運醸

成事業」に取り組んでいます。令和５年度（2023 年度）は、各市町村や地域の企業と連携

し、次の取組を実施しました。 

 

（１）将来の環境人材育成 

環境について知識の習得や理解促進を図り、自ら行動できる人材の育成を目的とし、小学

生を対象とした環境教育を行いました。増毛町、苫前町、羽幌町において、地球温暖化に関

■山道の維持管理活動の様子 

 

■増毛山道からの眺望（天狗岳） 

 



第６章 地域における主な環境保全の取組 

 

- 136 - 

 

する講話と再生可能エネルギーを使った工作体験を実施しました。 

また、留萌教育局の主催で、振興局・高校・大学が連携し、留萌管内の高校生がゼロカー

ボン実現に向けた課題を探究する「留萌高校・北海道大学ＳＤＧｓ・ゼロカーボンプロジェ

クト」が行われ、高校生による、留萌市のゴミ処理施設見学や初山別川におけるフィールド

ワーク等を通して探究の成果を発表しました。 

 

（２）学びの場の提供 

ゼロカーボンに関する学習機会を創出し、興味関心の向上を図るために、図書館や書店等

と連携しゼロカーボンフェアを実施しました。地球温暖化やゼロカーボンについて、北海道

の「省エネ３Ｓキャンペーン」イメージキャラクター「環境忍者えこ之助」と留萌管内８市

町村のイメージキャラクターが解説するパネルを作成し、環境関連の書籍とともに管内全市

町村で展示したほか、ゼロカーボンに関する絵本や紙芝居を用いた協力団体による読み聞か

せイベントを実施しました。 

 

（３）大人向け普及啓発 

一般住民に対するゼロカーボン学習の機会として、ゼロカーボン講座を実施しました。 

苫前町においては、振興局職員によるゼロカーボンに関する講話と、北海道地球温暖化防

止推進員によるエコクッキング教室に関する講話等を実施しました。 

 

   

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 環境保全に関する啓発 

（１）海の漂着物展 

留萌管内は全市町村が日本海に面しており、海岸には毎年多くのゴミや流木が漂着しま

す。留萌振興局では６月の環境月間に合わせて「海の漂着物展」を開催し、留萌管内の沿岸

に流れ着いたゴミや流木を展示するほか、海岸漂着物によって被害を受けた動物のパネルを

掲げ、海岸漂着物に関心を高めてもらう活動をしています。 

 

（２）留萌地域海岸漂着物対策推進協議会 

留萌地域海岸漂着物対策推進協議会を開催し、管内市町村及び協力団体と留萌地域の現状

について情報共有を図りました。また、講師として、日本エヌ・ユー・エス株式会社のコン

■工作体験の様子（苫前町） 

 

■ゼロカーボンフェア（初山別村） 
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サルタント内田啓太様をお招きして、海岸漂着物の現状について、漂着物の組成及び全国の

状況を踏まえた講話をいただきました。 

 

（３）地球温暖化防止月間 

  １２月の「地球温暖化防止月間」では、多くの人が地球温暖化防止に向けた行動を起こす 

きっかけとなるよう、地球温暖化に関するパネルの展示、太陽光発電で動くミニソーラーカー 

などの再生可能エネルギーを使った模型や、1 日に消費しているエネルギーの量を“重さ”と 

して知ることができる「エネルギーのかばん」を展示しました。 

 

 

 

【宗 谷】 

 

  

 

１ 礼文島の高山植物を守るために  

利尻礼文サロベツ国立公園の礼文島は、レブンアツモリソウや

レブンウスユキソウをはじめとした固有の植物のほか、丘陵状の

地形に約 300 種もの高山植物群落が生育することから、花の浮

島とも呼ばれています。島内には全 7 コース、全長約 50㎞にも

及ぶ自然歩道があり、関係者が協力してこれらの歩道を管理して

います。 

宗谷総合振興局では、令和２年（2020年）１０月に、岬めぐ  

りコースであるゴロタ岬周辺の歩道の浸食等が進み、周辺の植生

へ影響を与えている箇所などを、地元NPO 法人や自然ガイド、行政機関職員により、椰子繊維

の土嚢を使用して補修を行いました。 

また、令和 5 年（2023 年）6 月には、関係機関等と連携し、盗掘監視パトロールを実施し

たほか、アツモリ感謝祭会場であるレブンアツモリソウ群生地にて、関係機関等と連携し高山植

物盗掘防止キャンペーンを実施し、観光で訪れた方々に盗掘防止を呼びかけました。 

今後も、礼文島の自然を守りながら、持続的な利用ができるよう官民協働による取組を進め 

ていきます。 

 

２ 宗谷クリーンアップ運動 

宗谷総合振興局では、北海道洞爺湖サミット開催（平成  

20 年（2008 年）７月）を契機として高まった道民の環  

境保全意識の持続を目的とした全道的な普及啓発活動の一  

環として、平成 21 年度（2009 年度）から「宗谷クリー 

ンアップ運動」を展開しており、管内各地の清掃活動への  

参加のほか、６月の環境月間におけるパネル展の実施や  

■歩道補修の様子 

■環境月間のパネル展の様子 
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「宗谷クリーンアップサポーター宣言」の参加団体の募集  

を行っています。 

  令和５年度（2023 年度）は、３箇所の清掃活動に参加 し、サポーター団体数は令和６年

（2024 年）３月末現在で計６３の個人・団体となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

１ ゼロカーボン北海道の実現に向けた取組・環境保全に関する取組 

オホーツク総合振興局では、2050 年までのゼロカーボン北海道の実現に向けた様々な取組を

実施しているほか、オホーツクの豊かな自然環境の保全に繋がる取組を実施しています。 

（１） ゼロカーボン北海道の実現に向けた取組              

ゼロカーボン北海道の実現に向け、地域住民や事業者の皆様の理解を

図るため、企業等とタイアップしたイベントを実施したほか、管内市町

村の連携を図るオホーツク管内ゼロカーボン連携ネットワークを設置

し、取組を推進しています。 

 

（２） 知床や流氷をはじめとするオホーツクの豊かな自然環境の保全 

１月 30 日の「世界自然遺産・知床の日」にあわせ、

斜里町の知床世界遺産センターにおいてパネル展や体験

会などを開催し、道の駅うとろ・シリエトクでは斜里町

観光協会によるアイスキャンドル点灯など、地域と協働

して身近な環境について考える機会の醸成を図ったほ

か、「流氷を守ろう！」を合言葉にオホーツク流氷トラス

ト運動を実施するなど、オホーツクの豊かな自然環境の

保全に向けた取組を推進しています。 

 

２ オホーツク動物愛護週間イベント 

9 月の動物愛護週間行事の一環として、オホーツク獣医師会、アニウェル北海道、北見市犬猫

愛護協議会、動物愛護推進員、ボランティアとともに動物愛護週間イベントを開催しました。 

獣医師による講演会やパネルディスカッション、獣医師会によるペットの飼育・健康相談、動

物愛護に関するパネル展示などにより動物愛護及び適正飼養に関する普及啓発を行いました。ま

たアニウェル北海道動物保護施設において猫の譲渡会を行いました。 

 

 

【オホーツク】 
 

  

■タイアップイベントの様子 

■知床の日の様子 



 

- 139 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 動物愛護パネル展の開催                               ■動物愛護パネル展の様子 

令和５年（2023年）９月の動物愛護週間にパネル展を開催し、 

不妊手術の必要性や災害時の備えに関し、パネルで啓発を行った 

ほか、保健所に保護され飼い主を募集している犬猫の写真の展示 

や管内の犬猫保護団体のリーフレット等も配付し、適正飼養の重 

要性の周知に務めました。 

 

２ 日高山脈襟裳十勝国立公園の指定に向けた啓発物品作成 

新たに指定される国立公園の一層の周知を図るため、啓発物品 

としてふせんを作成しました。 

カバーに日高山脈の写真を使い、十勝側から見た稜線が一望で 

き、代表的な山の名前が分かるデザインとしました。 

 

 

３ 地球温暖化防止対策イベント「ガイアナイト」の実施 

「北海道クールアース・デイ」と連携して、近接する期間に地球温 

暖化防止に向けた取組を行っています。令和５年度（2023年度）  

は十勝管内市町村と連携し、図書館などの公共施設において啓発チラ 

シを同封したキャンドルセットを配布し、より多くの地域の皆様方に 

各自、自宅でキャンドルを灯すことで、地球環境に思いをめぐらせる 

機会につなげる取組を行いました。 

 

 

 

 

【十 勝】 

 

  

■講演会 ■猫の譲渡会 ■飼育・健康相談とパネル展示 

■ガイアナイトの様子 

 

■国立公園化啓発ふせん 
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４ ゼロカーボン北海道の実現に向けた取組・環境保全の推進に向けた取組 

（１） 十勝ゼロカーボン行動キャンペーンの実施 

令和６年（2024 年）1月に、「ゼロカーボン北海道」の実現に向け、十勝地域の皆様が 

節約や省エネなど日常の生活中で気軽に実行できる「十勝ゼロカーボン行動キャンペーン」

を展開することとし、令和 5 年度は、ゼロカーボン行動の 1 歩目として「ファーストステ

ップとかち」のタグをつけて投稿してもらう「Instagramハッシュタグキャンペーン」を実

施しました。 

 

（２） ファーストミーティング in とかちの開催 

令和６年（2024 年）1月、十勝地域における「ゼロカーボン北海道」の実現に向けた取

組促進の機運醸成を図ることと、脱炭素の取組を進めて行く上で、企業との連携の重要性に

ついて、自治体と企業が共通認識を持つことを目的に、これまで北海道地方環境事務所が実

施していた「地域脱炭素マッチング会」の地方版としてセミナーと座談会の２部形式により、

会場、オンライン含め 100 名ほどの参加者で開催しました。 

座談会では、自治体から地域脱炭素の取組における課題等のプレゼンテーションを行い、

会場の参加者からは十勝という特性から農業関連を視点とする意見や質問が多く出されま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

（３） とかち・市民『環境交流会 2023』への出展 

令和５年（2023 年）12月に帯広市が主催した「とかち・市民

『環境交流会』2023」に出展しました。水素自動車 MIRAI から

給電し、ゼロカーボン関連動画を上映したほか、ヒグマによる被害

防止の注意喚起や廃棄物の不法投棄問題等のパネル展示や啓発グ

ッズの配布などを実施し、様々な視点から環境について関心をも

っていただく機会となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ファーストミーティング inとかち 

■とかち・市民「環境交流会 2023」 
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【釧 路】 

 

  

 

１ タンチョウ越冬分布調査 

タンチョウ越冬分布調査は、北海道が環境省の委託を受け、関  

係機関（市町村、教育委員会、釧路市動物園など）の協力を得て、  

毎年 12月と1 月の 2 回行っています。平成 29年度（2017 

年度）からは、北海道と包括連携協定を締結している日本航空株 

式会社（JAL）が、令和元年度（2019年度）には、初めて釧路 

市以外の小学校が参加するなど、調査者が増え、きめ細やかな調 

査が可能となりました。 

この調査は、タンチョウの保護増殖を図る上での重要なデータ  

となるだけではなく、小・中学校の児童生徒の環境教育や関係機   

関の相互連携の推進などにも役立っています。 

令和５年度（2023 年度）は、12 月に 10 振興局で、1,086 羽（うち釧路管内 793 羽）、

1 月は８振興局で 1,366羽（うち釧路管内 1,196羽）が確認されました。 

 

２ 環境月間パネル展（釧路市と共催） 

地域住民の環境課題に対する認識の醸成を図り、自発的な環境配慮行動の促進を図ることを目

的として、平成 14 年（2002 年）より、釧路市との共催によるパネル巡回展示を実施しています。  

開催（巡回）時期は環境月間である 6 月を基本とし、令和 5年度（2023年度）は道民環境

行動月間である 7 月まで、市内公共施設及びイオンモール釧路昭和で開催されました。 

地球温暖化緩和と適応の問題、ヒグマとの共存をテーマとしたパネルを展示したほか、省エ

ネの促進のため啓発グッズの配布などを行いました。 

 

 

 

■調査で発見されたタンチョウ 

■環境月間パネル展の様子 



第６章 地域における主な環境保全の取組 

 

- 142 - 

 

３ 不法投棄防止に向けた街頭啓発の実施 

廃棄物適正処理推進月間（10 月）に併せ、令和５年（2023 年）10 月 31 日イオンモール

釧路店において、公益社団法人北海道産業資源循環協会道東支部との合同により不法投棄防止啓

発活動を行いました。「不法投棄は地球を汚すレッドカード」と訴えるのぼりを掲げ、不法投棄

が犯罪であること、見かけた場合は通報してもらうよう呼びかけました。 

 

 

  

４ 環境教育活動（ガイアナイト）の実施 

釧路では平成 20年（2008 年）から断続的に、電気照明を消しキャンドルの灯りのもとで地

球環境を考える「ガイアナイト」の取組を行っています。 

令和５年度（2023年度）は釧路市動物園の人気イベントとのコラボによる「くしろガイアナ

イト 2023 in 夜の動物園」として実施しました。釧路短期大学学生によるトーンチャイムミニ

コンサートやキャンドルアートの展示を行ったほか、啓発物品を配布し、各家庭でのガイアナイ

トの実践を呼びかけました。 

 

  

 

 

■不法投棄防止に向けた街頭啓発活動の様子 

■ガイアナイトの様子 
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■パネル展の様子 

５ ゼロカーボン北海道の推進について 

道内温室効果ガス排出量を2030年度までに48％削減し2050

年度までに実質ゼロとする「ゼロカーボン北海道」の実現に向け、

釧路総合振興局においても、「市町村支援」、「市民、企業の取組促進」、

「職員の率先実行」の３つの柱による取組を進めています。 

管内においては８市町村すべてが『ゼロカーボンシティ』を宣言

しており、地熱、バイオガス、太陽光など、地域特性を活かした施

策をすすめています。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

１ 世界自然遺産・知床の日 

根室振興局では、1月 30 日の「世界自然遺産・知床の日」について、道民に広く浸透させる

ことを目的として、令和６年（2024 年）１月 24 日～2月５日までの間、振興局の道民ホール

において、パネル展を実施し、「世界自然遺産・知床の日」の啓発活動を行いました。 

 

 

 

【根 室】 

 

  

■「ゼロカーボンくしろ」

のロゴマーク 

■啓発イベントの様子 ■ゼロカーボンくしろ 地域の話題（HP 掲載） 

 



第６章 地域における主な環境保全の取組 

 

- 144 - 

 

■料理教室の様子 

 

 

■実演試食会の様子 

 

 

２ 根室地域産エゾシカ肉の有効活用促進事業における料理教室の開催など 

根室管内で捕獲されるエゾシカの肉を有効活用することを目的として協議会を設立し、平成

30年（2018年）から、根室産エゾシカ肉（根室ディア）の知名度向上や流通促進のための取組

を進めてきました。 

令和５年度（2023年度）は、一般家庭における根室ディアの消費拡大を図るため、中標津町

で料理教室の開催、根室市ではスーパーマーケットにおいての試食会を開催し、エゾシカ料理の

普及啓発を行いました。 

 

 

 

 

 

３ エコスクール・地球環境モニタリングステーション-落石岬見学会の開催 

子どもたちが地球温暖化などについて理解を深めることにより、環境と人間の関わり、環境保

全の重要性を学ぶことを目的として、平成10年（1998年）から、国立環境研究所地球環境研究

センターの協力のもとエコスクールを開催しています。 

令和５年度（2023年度）は、根室市と共同で令和５年（2023年）７月３日（月）に開催し

ました。根室市立海星学校及び同おちいし義務教育学校の５、６年生の生徒19名を対象に、北

海道地球温暖化防止活動推進員による地球温暖化やゼロカーボンに関する環境学習会や、国立環

境研究所による地球環境モニタリングステーション-落石岬の見学会を行いました。 
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４ ねむろ３Ｒ・ゼロカーボンパネルリレーの開催 

ごみの減量や再利用などを目指す取組である「３Ｒ」と、

地球温暖化対策として温室効果ガスの排出を減らすこと

を目指す「ゼロカーボン」をテーマとしたパネルを根室管

内の全市町と根室振興局を会場としてリレー形式で展示

する、「ねむろ３Ｒ・ゼロカーボンパネルリレー」を令和

５年（2023 年）10月～12 月にかけて開催しました。 

根室振興局では、３Ｒやゼロカーボンに関するパネルの

展示とともに、パンフレットや啓発物品を来庁者に配布し

たほか、海ごみに関する動画を放映し、３Ｒの取組がゼロ

カーボンへの取組にもつながることを発信しました。 

 

５ 「ゼロカーボンねむろ」の推進に向けた取組 

現在、根室管内における全市町が「ゼロカーボンシティ」を表明し

ており、根室地域全体でゼロカーボンを目指す「ゼロカーボンねむろ」

の推進に向けて、令和５年（2023 年）4 月１日に、根室管内全市町

と根室振興局による共同メッセージが発出されています。 

令和 5年度（2023 年度）において、根室振興局では、地域住民に

対してゼロカーボンについて広く周知を行うことを目的とした『普及

啓発』と、若い世代に対してゼロカーボンに関する学習機会を提供す

ることを目的とした『人材育成』の 2 つを軸として、「ゼロカーボン

ねむろ」の推進に向けた取組を実施しました。 

■当日の様子（左：環境学習会 右：地域環境モニタリングステーション-落石岬見学会） 

■根室振興局における、 

パネル及び啓発物品の展示の様子 

■ゼロカーボンねむろ 

共同メッセージ 
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 （１）普及啓発 

根室管内市町や地域の商業施設等のご協力のもと、

管内全５市町の各会場において、街頭啓発活動を実施

しました。北海道の環境イメージキャラクターである

「環境忍者 えこ之助」とともに、「ゼロカーボンねむ

ろ」についての声かけのほか、リーフレットやエコバ

ックなど啓発物品の配布を行いました。 

 

 （２）人材育成 

 令和 5 年（2023 年）8 月から令和 6 年（2024

年）3 月にかけて、羅臼高校において、ゼロカーボン学

習活動を実施しました。 

専門家である大学講師を外部講師として招致し、ゼ

ロカーボンについての基礎的な知識や分析手法につい

て学ぶ講義や実習を行いました。講義終了後は、高校生

自身が、地域のゼロカーボンや自分たちで出来ること

を調査・分析し、学内外でその成果を発表しました。 

 

■街頭啓発活動（中標津町）の様子 

■学内発表会の様子 


